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会 社 名   ： 矢作建設工業株式会社 

会社概要 (2014年3月31日現在） 

創   立  ： 1949年5月14日 

従業員数 ：  789名 

資 本 金  ：  68億800万円 

売 上 高  ：  654億610万円 



電子マニフェストの 
導入経緯 



当社は平成２０年より、電子マニフェストを導入 

１）国が電子マニフェストを普及する方針を出している 

《導入理由》  

２）産業廃棄物管理票交付等状況報告書の提出義務化 

３）マニフェスト記載内容の間違い・漏れ等の防止 

４）現場職員の業務負担の低減 

５）マニフェスト保管場所不足 



《メリット》 

・ 現場管理業務の低減（紙マニフェスト発行が無くなる） 

・ マニフェストの集計業務の効率化 

・ 竣工時提出書類作成業務の低減 

・ 保管場所の低減（例：ダンボール１５箱→３箱） 

・ マニフェストの誤記入・紛失等が無くなる 

・ 産業廃棄物管理票交付等状況報告書作成が不要 



《デメリット》 

・ 電子対応が出来ない産廃業者もおり、電子と紙マニフェスト 
   が混在した管理となる 

・ インターネットが使用できる環境がないと現場で発行・変更 
   等が出来ない（建設業特有） 

・ 電子マニュフェストは全産業に対応しており、建設業のよう 
   に排出場所が現場単位等特有な状況では使用がしずらい 

・ 産廃管理に掛かるコスト（見掛け）が高くなる 



矢作建設工業における 
産廃管理について 



産業廃棄物委託契約（運搬・処分） 

電子マニフェスト登録（イーリバース） 
現場パスワード発行 

産業廃棄物の搬出 

矢作建設工業の産廃管理フロー 

処理状況確認 



・ 産廃業者は基本的に推薦業者を選定している。 

・ 電子マニフェストの使用が基本である。 

《産業廃棄物業者選定基準》 

・ 産廃は発生した地域で処理することを基本としてい
る。 

産業廃棄物委託契約（運搬・処分） 



産廃委託契約（運搬・処分） 

電子マニフェスト現場登録（イーリバース） 
現場パスワード発行 

産業廃棄物の搬出 

矢作建設工業の産廃管理フロー 

処理状況確認 



電子マニフェスト現場登録（イーリバース） 

現場から社内メールで本社
安全環境部に登録依頼 

安全環境部で契約書の内
容チェック 

電子マニフェスト現場登録 

現場承認用パスワード発行 

① 

② 

③ 

④ 

登録状況 



当社は運用に関して、電子マニフェスト ＡＳＰ 
「e-reverse.com」を活用 

電子マニフェスト ＡＳＰ「e-reverse.com」 

《理 由》  

・インターネット環境の無い現場でマニフェスト発行ができる 

・モバイル（携帯電話）で入力・発行（承認） 

・産廃管理の集約化（自社組織に合わせた管理） 

・建設業に特化したシステムであり、簡単である 



産廃委託契約（運搬・処分） 

電子マニフェスト現場登録（イーリバース） 
現場パスワード発行 

産業廃棄物の搬出 

矢作建設工業の産廃管理フロー 

処理状況確認 



承認パスワードを 
入力して確定ボタンを 

押すだけ！ 

ドライバーが一覧から選ぶだけ 

産業廃棄物の搬出 

現場での電子マニフェスト発行状況 

携帯電話 画面 



産廃委託契約（運搬・処分） 

電子マニフェスト現場登録（イーリバース） 
現場パスワード発行 

産業廃棄物の搬出 

矢作建設工業の産廃管理フロー 

処理状況確認 



さらに細かい条件でマニフェスト検索ができます 

■事務所のパソコンからe-reverse.comにログインし「マニフェスト照会」画面で 

  処理状況・マニフェストの内容を確認する。 

 



各終了報告の報告期限に 
期限切れ間近・期限切れ等の 
通知表示・メール送信機能 

単票印刷・Excel出力 
一覧印刷・連絡票印刷 

が出来ます 

現場から排出された 
廃棄物の処理進捗状況を 
リアルタイムで確認 

できます 

■処理の進捗状況を画面で確認します 



竣工時の産廃資料作成 

１） マニフェストはダウンロードして電子データとして保管する。 

（官庁工事では、ＪＷＮＥＴの証明の入ったＣＤで提出） 

２） 産業廃棄物の集計はＥＸＣＥＬデータをダウンロードして
集計できる。 



電子マニフェスト導入 
結果 



現場導入率        ９５％ 
導入率 

電子マニフェスト率    ８０％ 

導入効果 

１） マニフェスト記入間違いの激減（法違反のリスク回避） 

２） 現場業務の軽減（紙マニフェスト作成･整理･保管） 

３） 産廃集計の軽減化・正確性の向上 



今後の課題 

１） 産廃収集運搬業者の加入率が低く、１００％の電子管理 
   が出来ていない。今後も継続的に加入促進に努める。 

２） 現在でもまだ紙マニフェストを使用する現場がある。特 
   に規模の小さな現場に多く見られる。小さな現場・少量 
   の産廃発生現場ほど電子マニフェストが有効であるこ 
   とを継続的に指導教育して行く。 



矢作建設工業では、今後もマニフェスト
の電子化をはじめ、産業廃棄物の適切
な管理を推進し、再資源化により持続
可能な社会づくりを進める循環型社会
へ貢献して行きます。 

最後に 


